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「
安
曇
野
市
豊
科
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
」の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

１
０
７
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
親
し

み
や
す
い
施
設
に
な
る
よ
う
な
願
い
を

込
め
た
も
の
や
、文
化
施
設
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
愛
称
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。選
定
委
員
会
で
は
、応
募
作
品
の

中
か
ら
次
の
5
点
を
選
考
し
ま
し
た
。

「
あ
ゆ
み
」…
安
曇
野
の
「
み
ら
い
」

に
向
か
い
、み
ん
な
で
一
歩
一
歩
、

知
恵
や
知
識
を
出
し
合
い
、
勉
強

し
歩
み
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
。

「
お
ひ
さ
ま
」…
お
ひ
さ
ま
の
よ
う
に

あ
た
た
か
く
、に
こ
に
こ
が
集
ま
る

場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

と
、連
続
テ
レ
ビ
小
説
に
安
曇
野

が
舞
台
に
な
る
記
念
を
込
め
て
。

「
き
ぼ
う
」…
市
民
活
動
を
は
じ
め
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
広
く

活
用
さ
れ
、こ
こ
か
ら
新
た
な
希
望

の
光
が
見
つ
け
ら
れ
る
場
、希
望
に
つ

な
げ
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

「
こ
す
も
」…
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
に
由
来
。

国
籍
、民
族
に
と
ら
わ
れ
ず
全
世
界

を
自
国
と
考
え
、芸
術
・文
化
の
普

及
を
担
う
市
民
を
意
味
す
る
。

「
す
ず
ら
ん
」…
敷
地
内
の
武
蔵
野
の

小
径
に
咲
い
て
い
る
す
ず
ら
ん
の
花

が
き
れ
い
な
の
で
。　
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　

こ
の
中
か
ら
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う

愛
称
を
選
び
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

最
終
選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

●
投
票
資
格　

市
内
に
在
住
し
て
い

る
か
在
勤
、
在
学
の
人

●
投
票
方
法　

専
用
の
応
募
用
紙
、

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
に
愛
称
、
住
所
（
学
校
名
、
学

年
、
学
級
）、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
職
業
を
明
記
の
う
え

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。１
人
１
票
。

●
投
票
期
限　

11
月
26
日（
金
）必
着

●
投
票
先　

▽
専
用
の
応
募
用
紙　

各
総
合
支
所
、
各
図
書
館
、
各
公

民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
の
投
票
箱
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

　

9
月
ま
で
に
、
平
和
都
市
宣
言
に

向
け
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
平
和
へ

の
思
い
や
安
曇
野
に
寄
せ
る
思
い
」

を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
内
容
を
参
考
に
、

安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
の
宣
言
文

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
文

案
に
対
し
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
要
領
】

●
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
て
い
る

か
在
勤
、
在
学
す
る
人

●
応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に
、
表

題
を
「
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」と
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
本
庁
舎
内
総
務
課

庶
務
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
内
地

域
支
援
課
へ
直
接
持
参
す
る
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
46

安
曇
野
市
役
所
総
務
課
庶
務
係

msoum
u@

city.azum
ino.nagano.jp

フ
ァ
ク
ス　

71
・
５
１
５
５

●
募
集
期
間　

10
月
28
日
（
木
）

　

～
11
月
26
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
公
表
方
法　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
宣
言
文
案
を
検
討
す

る
過
程
に
お
い
て
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
も
の
で
、整
理
・
集
約
し

た
う
え
、
市
の
考
え
方
と
共
に
公

表
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
個
々
の

ご
意
見
に
対
し
て
回
答
は
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、

提
出
書
類
な
ど
の
返
却
は
で
き
ま

せ
ん
が
適
正
に
管
理
し
ま
す
。　

問
本
総
務
課
庶
務
係

　
（
71・２
０
０
０ 

71・５
１
５
５
）

　

市
で
は
、
安
曇
野
市
国
土
利
用
計

画
の
「
素
案
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
。そ
こ
で
、さ
ら
に
よ
い
計
画
と
す

る
た
め
、広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
か

在
勤
、
在
学
す
る
人
。
ま
た
は
、
市

内
で
事
業
活
動
を
行
う
法
人
・
団
体

●
閲
覧
方
法　

各
総
合
支
所
内
地
域

支
援
課
ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
応
募
方
法　

任
意
の
様
式
に
、
提

出
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
（
団
体
は
団
体
名
・
代
表
者

名
）
を
記
入
し
郵
送
す
る
か
、
企

画
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
内

地
域
支
援
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

メ
ー
ル
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

●
郵
送
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
０
５

安
曇
野
市
豊
科
４
９
３
２
番
地
46

安
曇
野
市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
担
当

●
募
集
期
限　

11
月
25
日（
木
）～
12

月
14
日（
金
）必
着

●
公
表
方
法　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
は
、
市
の
考
え
方
を
整
理

し
た
う
え
で
意
見
募
集
結
果
と
し

て
公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

国
土
利
用
計
画　

国
土
利
用
の
将
来

像
を
示
す
長
期
的
な
構
想
。
国
の
定

め
る
全
国
計
画
を
は
じ
め
、
県
計
画
、

市
町
村
計
画
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
本
企
画
政
策
課
企
画
担
当

　
（
71・２
０
０
０ 

71・５
０
０
０
）

▽
は
が
き　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４

番
地
１　

教
育
委
員
会
文
化
課
交

流
学
習
セ
ン
タ
ー
係

▽
フ
ァ
ク
ス　

62
・
３
５
２
５

▽
mbunka@

city.azum
ino.nagano.jp

問
明
社
会
教
育
課
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
係

　
（
62・３
０
９
０ 

62・３
５
２
５
）

皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
愛
称（
案
）に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
和
都
市
宣
言（
案
）に
ご
意
見
を
！

■
市
国
土
利
用
計
画
（
素
案
）
に
ご
意
見
を
！

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

●宣言文案とその意味

安
あ づ み の

曇野市
し

平
へ い わ

和都
と し

市宣
せんげん

言（案）

私たちはこの自然豊かな安曇野に暮らしていることに平和を
感じています。自然豊かな安曇野を先人達が築いてくれたこ
とに感謝し、未来へ受け継いでいく思いを示しています。

平和であるためには、心が豊かでなければなりません。人々
が健康で生活すること、相手を尊重し思いやりの心を持ち、
差別のない社会を皆で築いていく思いを示しています。

平和であるために、みんなの笑顔がいつまでも続く世界、
子どもたちの明るい未来を自らが創り出し、いきいきとした
命の営みを受け継いでいくという強い意志を示しています。

安曇野市は「平和都市宣言」をし、平和な社会の実現に向
けて、その思いを安曇野から発信します。

「全ての不安や争い」には、市民の平和を脅かす核兵器、
テロ、犯罪、飢餓、貧困、いじめ等に対するあらゆる不安
が含まれています。また、戦争だけではなく、宗教間の衝突、
地域ごとの争い等、あらゆる争いが含まれています。平和
であるために、これらの不安や争いをなくし、世界中の人々
が互いを理解し合い、手を取り合って安心して暮らせる世の
中になるよう、語り継ぎ、行動することを示しています。

雄
ゆ う だ い

大な北
き た

アルプスの麓
ふもと

　清
き よ

らかな水
み ず

緑
みどり

かがやく　自
し ぜ ん

然豊
ゆ た

かな安
あ づ み の

曇野を
私
わたし

たちは守
ま も

っていきます

健
け ん こ う

康で幸
しあわ

せな生
せ い か つ

活のために
みんなで支

さ さ

え合
あ

い　差
さ べ つ

別のない社
し ゃ か い

会を
私
わたし

たちは築
き ず

いていきます

みんなの笑
え が お

顔が　子
こ

どもたちの明
あ か

るい未
み ら い

来が
いきいきとした命

いのち

の営
いとな

みが続
つ づ

くことを
私
わたし

たちは求
も と

めていきます

平
へ い わ

和を願
ね が

う人
ひ と び と

々と手
て

を取
と

り合
あ

って
全
す べ

ての不
ふ あ ん

安や争
あらそ

いをなくすために
私
わたし

たちは行
こ う ど う

動します

私
わたし

たちは　美
うつく

しい故
ふ る さ と

郷　安
あ づ み の

曇野から
平
へ い わ

和な社
し ゃ か い

会の実
じ つ げ ん

現に向
む

け
ここに「平

へ い わ と し

和都市」を宣
せ ん げ ん

言します


